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　医師会と報道関係者との相互理解のため、本年

も標記懇談会を開催した。

　河村会長の開会挨拶の後、山口県報道懇話会の

幹事であるNHK山口放送局放送部からご挨拶を

いただき、その後、出席者による自己紹介を行っ

た。

意見交換
　本会から、まず中村が「医師の働き方改革につ

いて」、厚労省の医政局で平成 29年の夏から 10

回以上行われている「医師の働き方改革に関する

検討会」 の内容について、主な論点である医師の

労働者性、自己研鑽、応召義務 、宿直及びタス

クシフティングについての説明を行い、「上手な

医療のかかり方を広めるための懇談会」の内容に

ついても言及、医療のかかり方の啓発について協

力を求めた。

　次に、加藤専務理事が「新専門医制度について」、

同制度の概略について、同制度開始後の状況につ

いて、山口県における若手医師の減少及び医師の

高齢化について、本県の医師の平均年齢は 52.5

歳と全国で一番高いこと、20 年間で 45 歳未満

の医師が 3割減ったこと等を説明した。

　懇談会側からは、その場では質問はなかったが、

引き続いて行われた懇親会で働き方改革について

の医師の特殊性や山口県のこれからの医療状況に

ついて等、多くの質問があり、意見交換を行った。

　

山口県報道懇話会との懇談会
と　き　平成 30年 12 月 4日（火）19：00 ～ 19：45

ところ　ユウベルホテル松政「芙蓉の間」

[ 報告 : 常任理事　中村　　洋 ]
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